
１．一般会計補正予算（案）の概要

(１)予算額

① 千円

② 千円 （うち一般財源　825,857千円）

③ 千円 （対前年度当初予算3,390,935千円、▲3.1%減）

※返還金などその他事業を除いた政策予算は38.2億円
※4月・5月臨時補正へ前倒した対策を含めた政策予算は48.7億円

(２)予算の特徴

①深澤市長３期目の公約に沿った事業を積極的に計上（うち新規事業60事業）

②コロナから復興し、明るい未来をつくるための積極型予算の実現

③公共投資の拡大

令和4年6月3日

令和４年度６月補正予算（案）の概要

公共投資（普通建設事業費）は、地域経済への波及効果と地場産業の活性化に貢献するとの観点か
ら、17.9億円を追加計上しました。その結果、15か月予算として前倒して計上した公共投資を含め
た累計額は105.2億円となっています。

補 正 額 4,014,282

補 正 後 の 額 107,309,065

現 計 予 算 額 103,294,783

６月補正予算（肉付け）案は、①人を大切にするまちにする、②安全、安心なまちにする、③暮ら
しやすく住み続けたいまちにする、④にぎわいにあふれ元気なまちにする、の４つの公約を政策の大
きな柱に掲げ、コロナからの復興・再生を切れ目なく進めるとともに、旧本庁舎・第2庁舎の跡地活用
など重点施策の推進、地域共生社会の実現、教育・子育て環境の充実、脱炭素のまちづくりの推進、
地域防災力の向上、生活交通の確保、地場産業の活性化、滞在型観光の推進、文化芸術の振興など、
次の世代の市民も安心して暮らしていくことのできる、鳥取市の明るい未来をつくるため、全力で取
り組みます。

財政の健全化に配慮しながら、鳥取市の明るい未来をつくるための様々な事業を盛り込んだ積極型
予算を実現しました。（一般会計の肉付け予算の規模は、市町村合併後最大。）

「明るい未来プラン」を着実に前進させる、切れ目のないコロナ対策、原油価格・物価高騰対策を
28事業、15.7億円を追加計上し、15か月予算※、4月臨時補正、5月臨時補正を含めたコロナ対策
関連予算の総額は、218.9億円となっています。
　※４月からの次年度を待たずに切れ目なく対応できるよう、１月補正予算と翌年度の当初予算を一体で編成する予算

“コロナからの復興、鳥取市の明るい未来づくり”飛躍予算
～深澤市長３期目の公約に沿った事業を積極的に盛り込んだ肉付け予算～
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(３)盛り込んだ主な取り組み

　●重点施策の推進
・旧本庁舎・第二庁舎跡地活用検討事業費　17,261千円 …(事業別概要24頁)

　　旧本庁舎・第二庁舎跡地活用の基本計画・基本設計の策定と市民への情報提供

・市民体育館等再整備事業費　1,255,104千円 …(事業別概要73頁)

　　令和5年6月にオープン予定の新たな市民体育館の整備

・デジタル田園都市交付金を活用したＤＸの推進　181,342千円 …(事業別概要34,42,66頁)

　　介護認定調査タブレット、市立病院オンライン予約、雪道情報デジタル化（計３事業）

　●切れ目のないコロナ対策、原油価格・物価高騰対策
・感染症対策推進事業費　601,672千円 …(事業別概要41頁)

　　新たな波の到来などによる感染拡大に備え、PCR検査委託経費を増額

・地元事業者緊急応援事業費　279,278千円 …(事業別概要43頁)

　　消費喚起のための割増付の地域振興チケットの発行（発行額面総額6.5億円）

・住宅小規模リフォーム助成事業費　194,515千円 …(事業別概要68頁)

　　市内施工業者を利用した個人住宅のリフォーム経費の一部を助成

※重点施策、コロナ対策は、以下の４つの柱からなる政策公約に織り込み、一体的に展開。

　●４つの柱からなる政策公約の実現
　　◎鳥取市を「人を大切にするまち」にする

・環境基本計画事業推進費　8,580千円 …(事業別概要31頁)

　　温室効果ガス排出量の将来推計等と「脱炭素ロードマップ」の策定

・コロナ下における介護予防推進事業費　14,245千円 …(事業別概要32頁)

　　コロナ下で実施可能な介護予防の情報提供、フレイルリスクごとの指導

・オンライン認知症カフェ等推進事業費　331千円 …(事業別概要33頁)

　　認知症カフェにオンラインで参加できるようタブレットを配置

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業費　1,520千円 …(事業別概要34頁)

　　フレイル予防に必要な栄養管理支援を実施できる管理栄養士を新たに配置

・地域活動支援事業費　3,714千円 …(事業別概要36頁)

　　地域活動支援センターの運営を支援（R4.10新規開設予定）

・ヤングケアラー支援事業費　3,971千円 …(事業別概要40頁)

　　こども家庭相談センターにヤングケアラー・コーディネーター２名を新たに配置
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（単位：百万円、％）
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・学校働き方改革推進事業費　2,178千円 …(事業別概要71頁)

　　教職員の定期テスト等の採点業務時間の削減のため自動採点システムの導入

・議会中継・放映費　6,337千円 …(事業別概要74頁)

　　議会中継への手話通訳や字幕の表示などを実施

　　◎鳥取市を「安全、安心なまち」にする
・避難案内板等設置費　354千円 …(事業別概要22頁)

　　最大降雨時の浸水が想定される小・中・義務教育学校、地区公民館に洪水浸水深を表示

・鳥取市受援計画策定事業費　5,907千円 …(事業別概要22頁)

　　災害発生時における人的・物的応援を適切に受けるための受援計画の策定

・除雪費　15,343千円 …(事業別概要65頁)

　　塩カル散布車両、異業種による除雪実施のための小型除雪機（歩道除雪用）の購入

・防災・安全交付金事業費　150,300千円 …(事業別概要66頁)

　　国交付金を活用した新規橋梁工事

・地区体育館管理費　3,733千円 …(事業別概要72頁)

　　老朽化している津ノ井体育館の内・外壁等改修実施設計

　　◎鳥取市を「暮らしやすく住み続けたいまち」にする
・鳥取市・麒麟のまち圏域魅力発見支援事業費　6,600千円 …(事業別概要24頁)

　　市内大学や専門学校が麒麟のまち圏域の企業や観光地等の魅力を学生にPRする費用を補助

・小さな拠点整備事業費　2,050千円 …(事業別概要29頁)

　　小さな拠点の担い手育成に係る経費を助成（逢坂むらづくり協議会）

・保育所緊急整備事業費補助金　7,114千円 …(事業別概要38頁)

　　民間法人が計画している保育所・認定こども園の大規模修繕に対する一部助成

・豊実保育園・倉田保育園改築事業費　35,166千円 …(事業別概要38頁)

　　豊実保育園、倉田保育園の改築設計など

・中山間地農業応援事業費　5,000千円 …(事業別概要51頁)

　　耕作条件が不利な中山間地域の認定農業者等が行う、農作業の効率化などを支援

・地域主体型生活交通確保支援事業費　83千円 …(事業別概要61頁)

　　共助交通の発展に向けた課題の整理や支援策等を協議する連絡会議の設置

・生活交通確保対策推進事業費　462千円 …(事業別概要62頁)

　　路線バス廃止が予定されている青谷地域での代替交通の実証運行

　　◎鳥取市を「にぎわいにあふれ元気なまち」にする
・文化芸術のまちづくり推進事業費　1,908千円 …(事業別概要26頁)

　　地元芸術家と連携し、小中学生を対象とした芸術体験事業を実施

・文化施設のあり方に関する検討事業費　259千円 …(事業別概要27頁)

　　将来に向けた文化施設のあり方をまとめるため、外部検討組織を新たに設置

・企業立地促進補助金　257,628千円 …(事業別概要44頁)

　　誘致・市内企業の新増設や設備投資等に対する補助金の増額

・鳥取砂丘西側整備事業費　10,382千円 …(事業別概要48頁)

　　柳茶屋キャンプ場の公衆用トイレの洋式化など

・農産物販路拡大支援事業費　5,000千円 …(事業別概要51頁)

　　米の販路拡大や新商品開発、地場農産物の販路拡大

・高度物流システム構築支援事業費　19,400千円 …(事業別概要53頁)

　　農業者と市場関係者とのマッチングなどに向けた販売流通システム構築を支援

・森林産業イノベーション推進事業費　13,083千円 …(事業別概要58頁)

　　森林資源の把握と木材の新しい流通・販売システムの構築に向けた支援

・中心市街地活性化基本計画策定費　10,461千円 …(事業別概要63頁)

　　第4期中心市街地活性化基本計画の策定

・鳥取駅周辺にぎわい創出事業費　2,000千円 …(事業別概要63頁)

　　鉄道記念公園と駅南庁舎の間の道路空間を活用し、賑わい実証事業を実施

 ※詳細は、別紙「令和４年度６月補正予算（案）事業別概要」のとおり
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(４)市債・基金残高の推移
　●市債残高

　●基金残高

２．特別会計補正予算及び主な内容
(1) 介護保険費

介護認定調査時のタブレット導入に要する経費の増

(2) 温泉事業費

温泉事業経営プランの策定に係る委託、それに伴う基金積立金の減など

(3) 観光施設運営事業費

遊漁センターの漏水修繕等に要する経費の増など

３．企業会計補正予算及び主な内容
(1) 病院事業

市立病院のオンライン予約・診療・面会環境の整備などに要する経費の増

13,305千円

補正後の額

現計予算額 補正予算額 補正後の額

9,693,224千円

19,615,946千円 10,788千円

48,065千円 0千円

19,626,734千円

48,065千円

現計予算額 補正予算額

9,596,185千円 97,039千円

8,107千円 5,198千円

新可燃物処理施設の整備など大型事業の実施により市債残高は一時的に増加しますが、財政見通しに
基づく厳選した市債発行により、令和3年度(一般事業等分は4年度)をピークに減少していく見通し。

前年度末専決補正予算で積み増しを行ったことで、財政調整基金と減債基金の年度末残高は45.7億円
（対前年度当初予算編成後＋5.7億円）となる見込み（令和7年度末の目標残高50億円）。
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